
 皆さん、おはようございます。校長の佐久間です。充実した冬休みを過ごせましたか。

本日から３学期です。３学期もしっかり学校生活に取り組みましょう。 

 ３学期は、短い学期ですが、皆さんの進級や卒業が決まる大変重要な学期でもありま

す。特に、１・２学期に赤点をとってしまった成績不振者は、成績を挽回して、進級・卒

業できるようしっかり取り組みましょう。また、これから大学共通テストや一般入試に挑

戦する３年生にとっても、大切な時期です。これまで学習した内容をよく復習するととも

に、インフルエンザなどの感染症予防もしっかり行い、万全のコンデションで受験に臨み

ましょう。皆さんの志望校合格を応援しています。頑張ってください。 

 さて、昨年の 12月 23日（月）、自動車メーカーの本田技研と日産が、令和８年８月１

日に経営統合を行うと発表しました。さらに、三菱自動車が今年の１月末を目途に、この

経営統合に参加するか判断するとのことでした。実現すれば、自動車販売台数で、トヨタ

自動車・フォルクスワーゲン（独）に次ぐ、世界第３位の自動車生産の企業連合の成立と

なります。特に、埼玉県にはホンダの関連企業が多く、寄居町に完成車工場、小川町にエ

ンジン工場が立地しています。さらに、さいたま市には日産系列の部品メーカーがありま

す。ですから、この経営統合は、埼玉県の産業にも大きな影響を及ぼすと予想されます。

また、この経営統合は、フランスのルノーや台湾の電子機器受託製造（EMS）大手で既に

シャープを傘下に収めている鴻海（ホンハイ）等、外資から日本の自動車産業を守るとい

う意味で大きな利点がありますが、部品等を供給する国内の中小企業の再編や淘汰が広が

る可能性も指摘されています。 

 ところで、ホンダの創業者を皆さんは知っていますか。本田宗一郎という人です。彼

は、技術者であるとともに、静岡県浜松市の小さな工場を一代で有数の大企業に成長させ

た経営者でもありました。彼は、終戦の翌年の昭和 21（1946）年、自転車に旧陸軍の無線

機発電用の小型エンジンと、燃料タンクの代わりに湯たんぽを取り付けた原動機付き自転

車を製造販売しました。大変柔軟な発想・アイデアだと思いませんか。爆音がうるさいこ

とから「バタバタ」と呼ばれるようになったこの原付は、ホンダが完成させた最初の製品

であり、安価で手軽なことから大人気商品となりました。このホンダが、後にトヨタ・日

産と並び我が国の自動車産業を牽引することになったのです。また、我が国の自動車産業

は、日本の基幹産業へと成長を遂げました。 

 本田は、技術者・経営者として、多くの名言も遺していますので、２つ紹介します。 

１つ目。「製品というのは決して嘘ができない」という言葉です。人は、会話や文章

で、嘘をつくことができます。しかし、製品には、作っている人や会社の本質が出てしま

う。他人や他社の製品を真似したり、手を抜いたりすると、そのことが製品に現れて、す

ぐにわかってしまう。だから、モノづくりに携わる者は、お客さんや世の中に貢献できる

よう、愚直に、誠実に取り組む必要があるということです。 

２つ目。「人間はどこか抜けたところがないと面白くない。それを一つの魅力とか、美

しさにまで高めるのがデザインだと思う」とも言っています。言うまでもないことです

が、完璧な人間はいません。どんなに優れた人間でも「どこか抜けたところ」・欠点があ

るはずです。ですから、必ずしも欠点を修正して、完璧を目指すことよりも、「抜けたと

ころ」があるのを肯定し、それを何かに活かすことの方が有意義なのかもしれません。ま

た、デザインが、単に見た目を良くするだけではなく、「不完全さ」を「魅力」に変化さ

せる素晴らしい力を持っていることを指摘しています。そもそも日本人は、完璧なものよ

り、不揃いだったり、整っていなかったりするのをむしろ良いとする独特の文化を持って

います。割れた茶碗を「金接ぎ（漆で接いで金粉を塗る）」で修復して、「景色がいい」と

か「味がある」と、かえって珍重し大切にするのが日本人の伝統や美意識です。 

皆さんも、本田宗一郎が言うように、愚直に、誠実にものづくりや学習に取り組みまし

ょう。そして、自分の欠点を自身の個性や魅力に高められるよう工夫しましょう。社会に

出たときに、そのような努力がきっと役に立つことでしょう。 

 結びとなりますが、３学期の皆さんの活躍を大いに期待しています。今学期も皆で頑張

りましょう。以上で講話を終わります。 


